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高等部３年女子生徒 小学部１年生より本校に在籍

下学年の教育課程で学習

準ずる教育課程の２年生4名、３年生1名、下学年の教育
課程の本人の計6名の生活グループに所属

高等部１年生より数学を担当し、２年生、３年生と担当
し、今年度から生活グループの担任

ADL（日常生活動作）は全介助

人とのコミュニケーションを好む（文字盤、iPad、声、
表情、ジェスチャー）

発声が不明瞭

iPadにてYouTube等の動画を見ることが好き

対象生徒



学習指導要領に「ICT機器の活用等について」記され
ている

解説の総則編には、「ボトムアップの視点」、
「トップダウンの視点」の重要性が明記されている

学校教育目標、高等部教育目標「社会でよりよく生
きていくために、個性を生かし能力の向上を図る」
の下、個別の指導計画に沿って、学習を進めている

iPadが生徒にとって重要なツールである

取り組みの視点



人差し指に指サックをつけ、鉛筆を固定することで
書字する。

紙のプリントで問題を解く。

解いたところで、紙をずらしてもらう。次のプリン
トをもらう。

間違えた場合には、教師に依頼し、消しゴムで消し
てもらう。

教師がホワイトボードに示した３択の問題に声や
ジェスチャーで答える。

教師に依頼し、紙のプリントをファイリングする。

これまでの学習方法



課題点

自分だけでは、書き直しや次の問題への移行ができ
ない。

各教科の学習内容の整理が難しい。

表や図形を綺麗に描くことが難しい。

学習プリント↔︎コミュニケーションツール（机上の
文字盤もしくはiPadの「トーキングエイド」）の
移行が難しい。



メリット デメリット

①書き直しや色分けが容易にできる。 ①ICT機器特有の不具合。

②整理がしやすい。 ②バッテリーの心配。

③各種機能との連携が図りやすい。 ③目の疲れ

④iPadのキーボード入力ができる。

⑤表や図形を綺麗に描けるように
なった。

⑥学習プリント↔︎コミュニケーショ
ンツールの移行が容易にできる。

OneNoteの活用







OneDriveを使用したPDFの活用（1）

①OneDriveに共有したい
ファイルを保存し、共有し
たいファイルをの共有ボタ
ンをクリックする。

↓ココ

②メールアドレスを入力す
し、共有の設定を変更する。

↓ココ



OneDriveを使用したPDFの活用（2）

③表示可能→編集可能に変
更する。

④編集可能に変更されてい
ることを確認し、送信をク
リックして終了する。

↓ココ

↓ココ



Teamsの活用方法（1）

↓ココ
②ファイルタブをクリックする。

ココ→

③必要なフォルダを作成する。
↓ココ

①チームから該当のチーム
をクリックする。



Teamsの活用方法（2）

④教師から共有するフォルダと生徒
が提出するフォルダを分ける。



成果

一人でできることが増えた。

待ち時間が減った。

iPadに触れる時間が大幅に増え、より効果的に利用
できるようになった。

機器やアプリのアップデートに柔軟に対応できるよ
うになった。

生きる力を育むことができている。

学習内容だけでなく、学習方法も各教科の関連を図
ることができた。







課題

数学での取り組みを各教科に汎化していく。

iPadの活用を継続し、卒業までによりわかりやす
く整理できるようにする。

タッチペンの不具合が生じているので、適切な
タッチペンを探す。→ハードウェアの更新により
解決された。





ご清聴ありがとうございました。


